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研究タイトル：細胞内オルガネラ膜結合分⼦の拡張と in vivo 展開 
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研究紹介の本⽂：「細胞内のオルガネラ膜に結合する合成⼩分⼦」を⾒出すことができれば、
オルガネラ膜の機能解析・制御のためのさまざ

まな新しい分⼦ツールの創製が可能になる。そ
こで本研究では、細胞内のオルガネラ膜に特異
的に結合する合成分⼦レパートリーを開拓・拡

張することを⽬的とする。さらに本研究では、
究極の分⼦夾雑系である動物個体を対象とし、
“個体内で使える”オルガネラ膜結合分⼦ツー

ルを創製する。これにより、培養細胞のみなら
ず、in vivo 夾雑環境下におけるオルガネラ膜の
特性・機能や、オルガネラ膜が関与する情報伝

達・⽣命現象を in situ 解析・制御するための強
⼒で⾰新的な化学的アプローチを切り拓く。 
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